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研究成果の概要： 
新たな森林環境教育のあり方の検討を目的に高等学校の森林環境教育の実態調査を行った。そ

の結果，森林環境教育は普通科，総合学科，専門学科共に実施されていた。教育内容は，資源生

産，自然環境，保健休養，地域・文化，教育目的は，専門教育，地域の人材養成，人間性の育成

で，林業教育，自然教育，環境教育，自然体験，キャリア教育，地域学習の要素を含む多様性が

見られた。実施には，指導者と実施場所の条件が挙げられた。 
 

  
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 800,000 0 800,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

  年度    

総 計 2,800,000 240,000 3,040,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育,教育工学・科学教育 
キーワード：環境教育，森林環境教育，林業教育，森林教育 
 
１．研究開始当初の背景 
環境教育は，地球規模で環境問題の深刻化

する中で，地球サミット（ヨハネスブルグ，

平成14年）において日本が提案した持続可能

な開発のための教育（ESD）としても注目さ

れている。環境教育は，環境教育推進法の制

定（平成15年）を受け，環境省によるこども

エコクラブの取り組み，地球温暖化防止のた

めの環境学習データベース等により，活動が

推進，支援されている。特に学校教育におい

ては，総合的な学習の時間が新設（平成14年

度実施）され，体験学習を重視した環境学習

や自然体験活動として，地球環境の学習や豊

かな人間性の形成等さまざまな面から注目さ

れて実施されてきている。 
こうした中，日本の国土の６割以上を占め

る森林には，森林体験や自然学習を行う教育

の場としての需要が高まっている。環境省の

調査（平成16年）によると，小中学生が関心

のある環境問題は，「森林減少」（小学生77.7％,
複数回答）と「地球温暖化」（中学生67.2％,
同）が上位を占めており，環境教育において
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森林が果たす役割は大きい。こうした社会の

要請を受け，林野庁は，森林・林業基本法（平

成13年）で森林の教育的利用を位置づけ，森

林環境教育を推進している。そこで，森林環

境教育の取り組みとして，木の伐採や下刈り

等の森林体験の授業実践や，グリーンツーリ

ズムなど自然環境の活用を学ぶ新設科目「グ

リーンライフ」（平成15年～）を高等学校の授

業に取り入れる動きが出てきている。 
このように森林環境教育が注目される一方，

従来から森林に関する教育として森林での実

習を行ってきた専門教育としての林業教育は，

高等学校の学科改変等の教育改革の中で減少

している。林業教育は，明治時代以来100年以

上にわたって，森林の大切さ，森林を守り育

てる技術等の専門教育について，演習林を中

心に実施してきている。しかし近年，第一次

産業の衰退や，少子化，また生徒の普通科志

向等を受けて，かつて都道府県ごとに全国で

70校以上あった専門学科が改編され，森林関

連学科や総合学科高等学校に移行する中で，

専門性の確保が難しくなっている。 
これらの森林に関する環境教育，林業教育

の２つは，同じ森林についての教育として統

合され，新たに環境問題や自然体験を含むよ

り広い森林環境教育として整理されることが

求められている。 
 

２．研究の目的 
森林に関する教育は，学校現場では，専門

教育としての林業教育と，近年の環境問題へ

の関心から進められている環境教育などの２

つの流れで実践が行われている。これらの２

つの流れを持つ教育実践は，同じ森林につい

ての教育であり，新たに森林環境教育として

統合，整理して双方の良さを取り入れてゆく

ことが，今後の森林に関する教育の発展のた

めには有効であろう。そこで本研究では，学

校で実際に行われている森林に関する教育に

関しての実態調査を行うこととした。 
調査対象としては，職業教育の流れを汲む

専門学科と，普通科，総合学科がある高等学

校を取り上げた。高等学校では，専門教育と

普通教育を含む多様な教育が展開されている

ことと，学校設定教科，科目の設定が認めら

れており，教育活動に学校の特色を取り入れ

た独自の展開が可能であることから，森林に

関する教育が様々な形態として学校に導入し

ている可能性が高いと考えられる。 
本研究では，高等学校を対象として，森林

に関する教育の実態調査をもとに環境教育と

林業教育を統合した新たな森林環境教育のあ

り方について検討することを目的とした。実

態調査としては，従来からの林業教育の流れ

を汲む農業系の森林・林業関連学科と，その

他の学校とでの森林環境教育の現地調査を通

じて，実態の把握を行い，森林環境教育の内

容の類型化，教育を行うための条件の検討を

通じて，新たな森林環境教育に関するあり方

の検討を行った。 
ここで本研究で用いる森林に関する教育の

用語を「森林環境教育」と整理した。森林に

関する教育の用語には，森林環境教育の他に，

林業教育，森林・林業教育，森林文化教育，

森林教育，木育 などが並列的に使われており，

現在なお内容が整理されていない。そこで本

研究では，林野庁で採用されている「森林環

境教育」を用いて，「森林に関わる教育，特に

森林を活動フィールドとした教育」の総称と

して捉えることとした。 
 

３．研究の方法 

本研究では，高等学校を対象に，環境教育

と林業教育を統合した新たな森林環境教育に

ついての提言をすることを目的として，以下

の研究を行った。 
(1)全国の高等学校における森林・林業教育活

動の動向調査 

まず，全国の高等学校における森林環境教

育活動の動向調査をHPや報告書等の資料か

ら行い，実践をしている高等学校を挙げた。 
(2)森林環境教育の実態調査 

現地調査として，主に科目等を担当している

教員からの聞き取り調査を行い，森林教育を

類型化して整理した。聞き取りの内容は，森

林環境教育の実施体制や教育課程での位置づ

け，教育の内容と目的や教育効果，指導体制

（場所や指導者），さらにこれからの課題とし

た。農業系専門学科では，さらに林業教育が

どのように変わってきているかについても聞

き取りを行い，整理した。調査校は，農業系

専門学科17校（森林・林業関連学科12校，環

境関連学科4校，森林関連コース1校），総合学

科5校，環境系専門学科3校，普通科等6校の合

計31校とした。 
(3)森林環境教育の要因と森林環境教育の可

能性の検討 

実態調査の結果から高等学校での森林環境

教育の実態を類型化をもとに，教科として位

置づけられていない森林環境教育を高等学校

で行われる可能性（実施体制）の検討と，教

育内容と目的の整理を行い，森林環境教育が

高等学校で行われる要因（指導体制）から条

件を整理して，これからの森林環境教育あり

方の検討を行った。 



 

 

 
４．研究成果 

(1)高等学校における森林環境教育の実態調

査 

全国の高等学校における森林環境教育活

動の動向調査をHPや報告書等の資料から

行った結果，森林環境教育は，従来から森

林・林業に関する教育を実践してきている

農業系の専門学科の他に，森林に関係した

系列を持つ総合学科高校，自然・環境系（

理数）専門学科やコース，普通科で実施し

ている学校があった。この結果，普通科，

総合学科，専門学科（農業，理数）の全て

の学科で森林環境教育が実施されていた。 
 
(2)農業系専門学科での森林環境教育の実態  

森林・林業関連学科の全国的な状況は，学

科の名称が林業科が57校（平成元年）だった

ものが５校（平成21年）へと激減し，学科名

が変更されていたり，さらに学科の統廃合や

コース化，総合学科等への移行が進んでいた。 
林業科を含む森林関連学科での森林環境教

育の状況について聞き取り調査を実施した結

果，教育の内容は従来の林業教育に加えて「

林業・森林体験」「文化・ものづくり」「自然

観察」「環境教育」「野外教育・活動」「観光・

レクリエーション」「進路・ボランティア」な

ど，環境を含む多様な内容を取り入れていた。 
森林・林業関連学科を教育目標で類型化し

たところ，①関連産業への技術者養成，②公

務員養成，③地域を担う人材養成，④進学，

⑤内容の特色化の５つに分類できた。森林・

林業関連学科は，学校の立地環境（地域の人

口）と卒業生の進路先に関係して多様化して

いた。 
専門高校では，多様な森林環境教育が展開

されているが，専門性を確保などが課題とな

っていた。 
 
(3)高等学校での森林環境教育の実態 

農業系専門学科および普通科，総合学科，

専門学科での実態調査の結果をもとに森林環

境教育の実態についてまとめた。 

まず，森林環境教育の実施体制は，農業系

専門学科やコース，理数系専門学科やコース

（自然環境科など），普通科のコース（環境コ

ースなど），総合学科の系列（環境系列など），

普通科で行われていた。受講生は，全校生徒

が必修の場合と，選択者のみの場合があった。

教育課程での位置づけは，「森林科学」など農

業専門科目，「環境測定」など環境（理数）の

専門科目，「文化探求」などの地歴・公民科目，

「野外活動」など体育科目，「生物」など理科

科目，さらに「総合的な学習の時間」や「奉

仕」があった。科目では，学校独自に内容を

工夫した「学校設定科目」の設定が多かった。

その他の活動として，クラブ活動や課外活動，

総合発表会などの行事，地域連携によるボラ

ンティア活動があった。実施する時間は，授

業時間内および授業時間の振り替えによる集

中授業，さらに授業時間外での長期休暇期間

中の宿泊型実習などがあった。 

次に教育内容と目的には，(a)木材生産や林

業などを学ぶ資源生産，(b)自然観察や自然に

対する見方を学ぶ自然環境，(c)レクリエーシ

ョンや仲間づくり，リフレッシュなどを目的

とした保健休養，(d)地域や地元の文化などに

ついて学ぶ地域・文化の４つに分類されるよ

うに，多様な要素が含まれていた。教育の目

的には，(ｱ)森林や環境の専門的な学習，(ｲ)

地域や学校の特色を生かした環境教育，(ｳ)

学習意欲を喚起する体験学習，(ｴ)地域の人材

育成やキャリア教育，(ｵ)課題解決学習，(ｶ)

コミュニケーション能力や人間性の育成など

多様な要素が挙げられた。森林環境教育を実

践した教育上の効果としては，専門性を活か

した進路，受験者数の増加，作文コンクール

等の入賞，学習意欲の向上，学校の特色化，

不登校等への対応などが教員から挙げられた。 

指導体制は，演習林があり専門教員がいる

専門学科では学校単独で実施しており，その

他の学校では，活動場所は学校周辺の自然や

移動先の施設を利用しており，指導者は外部

講師等の活用が多かった。 

最後にこれからの課題としては，教材や教

科書の不足，教員の異動に伴う取組みの継続

性と教員の専門性の維持，学習を生かした進

路先の少なさが挙げられた。 

 
(4)森林環境教育の要因と森林環境教育の可

能性の検討 

まず教科として位置づけられていない森林

環境教育を高等学校で行うための実施体制に

ついて検討した。高等学校における森林環境

教育の実態調査の結果，森林環境教育は，普

通科，総合学科，専門学科の違いに関わらず，

広く高等学校の学校教育の中で実施されてい

た。教育課程上の位置づけとしては，専門科

目（農業，理数，体育），普通科目（地歴・公

民，理科），総合的な学習の時間，特別活動で

あり，学校設定科目が多く設定されていた。

このことから，森林環境教育は，現在の高等

学校の学校教育の体制でも十分に実施される

可能性があるといえた。 

次に教育の内容を整理すると，4分類（資源

生産，自然環境，保健休養，地域・文化）に



 

 

該当する多様な要素が挙げられた。教育目的

には，専門教育としての将来のプロフェッシ

ョナルの養成に加えて，地域や学校の環境を

活かした地域を担う人材養成，さらに学習意

欲の喚起や，課題解決力やコミュニケーショ

ン力の育成などの人間性の育成と，大きく３

つに分類できた。これらの教育には，林業教

育，理科の自然教育に加えて，地球環境問題

に根ざした環境教育，自然体験活動を取り入

れた野外教育，キャリア教育や地域連携の要

素の取り入れが見られた。これらの実践内容

は，文部科学省の「生きる力」に共通する面

があると考えられた。 

これらの森林環境教育が高等学校で行われ

るための条件として，指導体制として森林な

どの活動の場所と指導者を整理した。場所は，

農業系専門学科が所有している演習林以外に

は，周辺の森林を借用して利用していた。学

校周辺以外では，行事や宿泊実習などを活用

して移動して，豊かな地域の自然環境を利用

していた。指導者は，専門的知識を持った教

員が配置されている専門学科の他では，担当

教員がスキルアップを図っている例や，社会

人講師等で地域の人材を活用している事例が

あった。このことから，新たな森林環境教育

の実践のためには，既存の教育施設や指導者

を持つ森林・林業関連学科で有利であった。

その他の学校では，地域に森林が豊かな学校

で，地域力を高等学校の学習活動への導入の

可能性が挙げられ，市街地や都市部の学校で，

特別活動等を利用して，森林が豊かな地域で

の指導者と活動場所とプログラムが用意され

ていることで導入の可能性が挙げられた。 

ただし，森林環境教育の課題としては，教

材や教科書の不足など，教育プログラムを含

む教育体制の整備が不十分であることや，実

践例が少ない教育活動であることから教員の

スキルアップの問題があり，さらに森林環境

教育によって学習意欲が喚起されたとしても

成果を生かした進学先や進路先の少なさが挙

げられた。これらの課題は，森林科学分野で

森林環境教育を支える体制上の課題であると

考えられた。 

 
(5)これからの森林環境教育あり方 

本研究での高等学校での森林環境教育の実

態調査の結果，教科・科目として森林環境教

育が位置づけられていないが，既存の高等学

校教育の教育課程，体制の中では工夫次第で

実践することが可能であるといえた。教育目

的には，専門教科，普通教科を含む４つの教

科（地歴・公民，理科，体育，農業）にまた

がる多様な要素（環境教育，自然体験活動，

キャリア教育，地域学習など）が挙げられ，

学校の特色を活かしながら，文部科学省が推

進している「生きる力」の育成につながる多

様な展開の可能性があることが示された。教

育内容には，木材生産や林業などを学ぶ資源

生産，自然観察や自然に対する見方を学ぶ自

然環境，レクリエーションや仲間づくり，リ

フレッシュなどを目的とした保健休養，地域

や地元の文化などについて学ぶ地域・文化の

４つの多面的な要素が挙げられた。森林環境

教育を実践するための条件として，教育プロ

グラムを含む指導者の体制と活動場所の確保

が挙げられた。 

本研究の結果，これからの森林環境教育は，

学校の地域環境を活かしたり，特別活動のあ

り方を工夫することで，環境の世紀を担う人

材や，地域の人材育成につながる教育を展開

する可能性があると考えられた。環境の時代

における教育の実践として，これまで林業教

育を行ってきた専門学科が，先駆的な教育の

可能性を秘めているといえる。 

現在も実践されている森林環境教育を高等

学校でさらに広く普及させてゆくには，次の

４つの課題が考えられた。教育プログラムを

含む森林環境教育の体系化，指導者とプログ

ラムと活動場所とが一体化した指導体制の整

備，学校の支援するための森林環境教育をコ

ーディネート体制，さらに進路先の確保を含

む森林分野の連携が挙げられた。 

今後ますます重要性が増すと考えられる森

林環境教育をさらに普及するためには，森林

分野の業界と教育業界と連携を深めて，さら

に高等学校以外の校種も含めて森林環境教育

の研究を進める必要があるといえる。 
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